
医
師
の
労
働
市
場
に
お
け
る

4

男
女
の
賃
金
差

評

論

早
稲
田
大
学
教
担

－
a

一
女
性
の
参
入
と
働
き
方

改
革

文
都
科
学
世
相
『
学
校
恭
本
調
査
」

に
よ
れ
ば
、

1
9
9
0年
代
以
降
3

桜
山
口
で
推
移
し
て
き
た
際
学
部
へ
の

女
性
の
入
学
割
合
が
、

2
0
2
3年

度
は
じ
め
て

4
割
に
達
し
た
G

生
産

年
齢
人
口
の
大
幅
減
少
に
阪
閉
し
て

い
る
日
本
社
会
に
お
い
て
、
人
々
の

命
や
健
肢
に
重
慶
な
役
割
を
扱
う
医

附
mw
労
働
市
場
に
、
女
性
が
総
統
的

に
参
入
す
る
か
ど
、
っ
か
は
、
長
時
間

労
慢
の
悶
werL
や
地
線
開
・
診
療
科
間

の
隊
隊
偏
寂
の
是
正
等
を
目
途
と
し

て、

2
0
2
4年
4
月
’
か
ら
開
始
さ

れ
た
医
師
の
働
き
方
改
前
十
に
か
か
っ

て
い
る
。で

、
男
女
の
賃
金
濯
が
縮
小
傾

向
に
あ
る
都
道
府
県
の
ほ
号
、
が
、
拡

大
傾
向
に
あ
る
都
道
府
県
と
比
べ
、

直
近
の
偏
在
指
柵
怖
が
上
佼
に
ラ
ン
ク

付
汁
さ
れ
で
い
る
傾
肉
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
♀
し
か
し
、
こ
の
結
架
か

ら
、
易
交
聞
で
の
賃
金
差
の
縮
小
が

偏
荻
解
消
に
資
献
す
る
と
は
必
ず
し

も
一
百
え
な
い
。

4
月
別
品
目
管
の
当
欄
潤

評一論
函1 吉田遭府県閣での医師の男女別ー賃金分布の時系列推移（2006-

2022年）
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野
口

L 
晴
子

他
方
で
、
現
場
で
の
労
務
管
間
性
や

タ
ス
デ
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
が
推
進
さ

れ
る
と
、
阪
仰
の
獲
得
競
争
が
激
化

す
る
こ
と
で
、
地
域
間
で
の
医
師
の

い
偏
在
を
叫
制
限
R
し
、
ひ
い
で
は
、
阪
療

の
質
や
患
者
の
ア
ウ
ト
カ
ム
に
悪
影

響
が
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ス》。
労
働
環
境
の
会
般
的
な
改
灘
、
及

、
ひ
、
偏
在
の
解
消
E
医
療
の
寅
の
向

上
と
い
う
、
深
刻
な
ト
レ

i
ド
・
オ

フ
を
伴
、
つ
課
題
に
取
り
組
む
う
え

で
、
側
々
の
康
問
脚
が
輪
開
き
方
や
働
く

地
域
を
1

選
択
」
す
る
背
長
に
ど
の

よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
の

か
を
探
ゐ
こ
と
が
一
つ
の
緩
と
な
る

か
も
し
れ
企
い
。
今
閥
、
経
済
的
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
鋭
点
か
ら
、
男
性

で
触
れ
た
返
り
、
阪
郎
数
が
過
骨
髄
で

偏
狂
指
価
怖
が
高
い
都
道
府
間
町
況
と
年

間
報
酬
額
や
賃
金
が
低
い
傾
向
に
あ

る
た
め
、
賃
金
還
の
縮
小
は
、
女
性

の
賃
金
上
昇
に
上
る
も
の
ゼ
は
な

く
、
む
し
ろ
、
そ
う
乙
だ
都
道
府
燃

に
女
性
が
集
中
2

て
そ
こ
で
の
労
俄

市
場
の
需
給
を
反
映
し
て
い
る
だ
け

か
も
、
v
れ
な
い
。

図 2 都道狩県日l；の男性医師と女性医師の相対霞金の変化率（2006-

記口記2年）とi;B;師偏在指標（2024年 1月10日更新）との相関図
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医
師
と
女
性
隊
簡
の
賃
金
差
に
溝
口
け

し
て
み
る
。

2
・
男
女
の
賃
金
差
と
地
蜂

偏

在

一
図
ー
は
、

2
0
2
0年
調
一
査
の
推

計
方
法
に
統
一
さ
れ
た
集
計
が
公
表

さ
れ
て
い
る

2
0
0
6
年
以
降
の

門
賞
金
構
造
基
本
統
計
調
資
竺
厚
生

労
働
省
）
を
用
い
、
阪
闘
の

1
時
間

当
た
り
の
貿
金
に
つ
い
て
、
都
道
府

県
聞
で
の
分
布
を
持
系
列
で
示
し
た

箱
ひ
げ
闘
で
あ
る
c

賃
金
は
、

2
0

2
0年
基
懲
の
消
費
者
物
価
病
数

平
均
年
齢
（
ゑ
ぴ

2
乗
）
平
均
経
験

年
数
（
及
び
2
乗

τ都
道
府
県
と
年

の
間
関
逆
効
果
に
よ
り
粗
削
後
済
み
で
あ

ス一一ー、
関
ー
か
ら
、
全
体
的
に
、
女
性
の

賃
金
は
上
下
動
を
採
り
返
し
な
が
ら

緩
や
か
に
増
加
傾
向
に
は
あ
る
も
の

の
、
都
道
府
県
関
の
賃
金
分
布
は
、

男
性
の
ほ
う
が
女
性
よ
り
も
上
方
に

位
牌
慨
し
、
か
っ
、
ひ
げ
の
上
婚
と
下

捕
の
長
さ
か
ら
、
女
性
の
ほ
う
が
、

分
散
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
馴
劇

祭
期
間
中
の
平
均
賃
金
は
、
男
性
が

約
6
3
8
5
円
（
標
準
偏
差
・
約
呂

7
9
円
て
女
性
が
約

4
9
5
5
内

3
z
格
差
か
？
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
遣
い
か
？

他
の
機
業
と
阿
川
操
、
平
時
・
有
事

と
も
に
、
底
的
の
労
働
市
場
に
お
い

て
も
男
女
聞
で
の
一

z

資
金
格
品
＋
紘
一
が

存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
を
十
分
念
嗣
酬
に
置
い
た
う

え
で
も
、
本
積
立
不
し
た
デ
ー
タ
4r
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標
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0
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）
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
傾
向
が
最

も
顕
著
と
な
る
の
が
新
刻
コ
ロ
ナ
楠

の
疲
近
3
年
間
で
、

2
0
1
9年
以

前
と
比
べ
、
大
幅
な
男
性
め
賃
金
上

昇
い
い
よ
り
賃
金
設
が
拡
大
す
る
と
問

時
に
、
女
性
の
分
散
が
同
じ
か
大
き

く
な
る
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、
男

性
で
は
大
闘
に
縮
小
し
て
い
る
コ

図
2
の
横
軸
は
、
男
女
の
相
対
賃

金
に
つ
い
て
、
相
餅
m
府
知
銭
関
の
初
期
時

点
〈
2
0
0
6年
）
と
縫
骨
折
時
点
〈
2

0
2
2
K十
）
の

2
時
点
で
の
変
化
縦
十

を
算
出
し
た
値
を
と
っ
て
い
る
。
変

化
率
が
「
0
」
の
植
物
合
は
2
時
点
閲

で
男
女
協
の
賃
金
設
ぷ
変
化
な
し
、

一
0
い
を
超
え
で
い
れ
ば
男
女
の
賃

金
支
が
拡
大
傾
向
、
コ
り
一
を
下
回
つ

で
い
れ
ば
縮
小
傾
向
に
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
縦
軸
に
辻
、

2
0
2
4年
l
月
刊
川
日
に
一
史
新
さ
れ

た
夜
飾
偏
在
指
標
（
以

F
、
偏
荘
指

標
）
を
と
り
、
都
道
利
県
別
に
、
両
者

の
抑
制
関
図
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
c

閲
2
か
ら
、

Z
時
点
問
で
の
男
女

の
相
対
賃
金
の
変
化
本
ー
と
偏
夜
指
樹
齢

と
の
悶
に
は
、

1
%水
準
で
布
意
な

負
の
相
関
〈
相
関
係
数
。
ふ

0
・
3

8
1
7
）
が
綴
察
さ
れ
、
過
去
約
日

ら
、
労
品
鱒
環
縫
に
お
け
る
「
ワ
ス
ク
一

へ
の
対
応
の
仕
方
や
顧
問
く
場
所
、
ひ

い
て
辻
、
働
き
方
全
般
に
対
す
る
叶
選

択
）
に
至
る
男
女
聞
で
の
違
い
が
透

け
て
み
え
る
つ

Mmえ
ば
、
賃
金
の
動

向
か
ら
、
新
渡
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
、

男
性
の
輪
開
き
方
が
救
薦
、
と
な
わ
り
一
痢
…

化
L
た
可
能
性
が
ぶ
納
税
さ
れ
ゐ
の
に

対

L
、
女
性
の
賞
金
の
分
散
が
平
時

と
附
じ
か
拡
大
傾
向
刊

に
あ
っ
た
こ
と
は
、

有
事
に
際

L
、
女
性

の
職
制
き
方
が
む
し
ろ

多
“
開
化
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
か
も

予いどれ
h
も
い
α

無
論
、
格
獲
を
是

正
す
る
w

だ
が
、
果
た
し
て
男

女
閲
で
本
当
に
こ
う

し
た
イ
、
J

セ
ン
テ
ィ

プ
の
速
い
が
あ
る
の

か
、
そ
し
て
そ
の
溶

い
の
背
景
に
あ
る
要

因
は
何
か
を
理
解
し

た
う
え
で
、
制
度
設

計
を
行
う
こ
と
が
議

裂
で
は
な
い
だ
ろ
う
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